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今こそ
力を合わせ

てコロナを乗りきる



特集特集

令和２年度　コロナ対策補正予算

あなたの声を   議会と町政へ‼あなたの声を   議会と町政へ‼あなたの声を   議会と町政へ‼
コロナからあなたの生活を守る  共にがんばろう

　町民の暮らしと町内事業所の経営支援を目的に「かつらぎ町応援クーポン券(ごみ袋
無料引換券を含む)」を発行する。クーポン券5000円(500円×10枚)とごみ袋引換券
(小10枚入り)を町民一人ひとりに配布する。
　町内の小売店や飲食店など(町内の取扱事業所)で利用でき、使用期限は令和３年１月
31日まで。
　町議会で現金給付にしないのかとの質問に、町長は、国で10万円の給付があり、零
細業者の多い本町では、現金よりクーポン券の方が経済の活性化につながると答えた。

　新型コロナウイルス感染症により、町民の生活は大きく様変わりした。人の動きも止まり、経
済的にも大打撃を受けた事業所も多く出てきた。そのため、国・県・市町村による対策も講じら
れている。
　今回の特集として町独自の４支援事業を取り上げ、町民の皆さんの声を聞いた。

〇給付対象者(１、２の両方の条件を満たす者)
　１．令和２年４月28日～令和２年８月18日(特別定額給付金申請期限)まで
　　　に生まれ、かつらぎ町に住民登録した者。
　２．母親が令和２年４月27日(特別定額給付金基準日)時点でかつらぎ町に住
　　　民登録があり、申請日までに引き続き住民登録を有している者。
〇受給権者　給付対象者の母親。
〇受給額　　給付対象者一人につき10万円。
〇受付方法　出生届提出時に申請書を渡す。申請書類を郵送にて受け付ける。
〇申請期限　申請書の受領日から１カ月以内。
〇給付方法　申請者の本人名義の銀行口座への振り込み。

かつらぎ町応援クーポン券発行事業
 　　　(ごみ袋無料引換券を含む)9572万7千円

特別定額給付金事業（新生児分）280万7千円

　

４
月
28
日
以
降
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
に
10
万
の
補
助
金
が
申
請
で
き
る

と
聞
い
て
す
ご
く
あ
り
が
た
い
。

　

も
っ
と
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
家
庭
が

暮
ら
し
や
す
い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

自
粛
中
は
外
食
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

家
族
で
久
々
に
外
食
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
み
袋
は
５
人
家
族
な
の
で
小
は
な

か
な
か
使
わ
ず
枚
数
少
な
く
て
も
い
い
の

で
選
べ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
か
っ
た
で

す
。

Ｐｉｃｋ ｕｐ

　新型コロナウイルス感染症が町民生活にもたらす影響の長期化が見込まれる
ことから、国の特別定額給付金の基準日を過ぎて生まれた子どもを対象に「特
別定額給付金 ( 新生児分 )」を支給する。子育てにかかる生活支援として一人
当たり 10万円を支給することにより、子育て世帯への経済的支援を行う。

目的

概要

内容

2議会だよりかつらぎ
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議会を傍聴して は、いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています。
（個人を特定できる表記は除いています）3 議会だよりかつらぎ

2020.8.1　86号
損害賠償の額を定めることについてですが、普段から町内での小さな気付きが未然の事故
防止につながるとともに町の財産を守っていくのだと強く感じました。（40代男性）議会を傍聴して

国
の
対
象
に
な
ら
な
い
４
月
28
日
以
降
に

生
ま
れ
た
新
生
児
に
10
万
円
支
給

　

果
夢
果
夢
バ
ザ
ー
ル
で
は
、
桃
の
観
光

を
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
で
観
光
バ
ス
が

95
％
の
減
に
な
り
ま
す
。
「
応
援
ク
ー
ポ

ン
券
」
は
町
の
活
性
化
に
も
な
り
、
大
変

あ
り
が
た
い
で
す
。

　

基
準
日
を
過
ぎ
た
子
ど
も
を
対
象
に
給

付
金
を
交
付
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
未

来
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
貴

重
な
制
度
で
あ
り
、
関
係
者
に
敬
意
を
表

し
感
謝
し
ま
す
。
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コロナウイルス対策、支援やマイナンバーカードの普及について活発な議論がされ
ていると感じました。（30代男性）議会を傍聴して 議員は住民の代表として行政の仕事を厳しい目でチェックがされていると

感じました。（40代男性）議会を傍聴して

　本町はデジタル教材を利用して、
個々の理解度や習熟度に応じた課題
を提供することにより、児童生徒の
学習意欲を高め主体的・対話的な学
びを進めるための環境整備を本年度
中に行う。
　議会では、家庭でもタブレットが
使えるよう求めるとともに、家庭に
Wi-Fiの設置ができないところもあ
るので、全て携帯の４Ｇで実施する
考えはないのかと質問した。教育委
員会は、携帯の回線では年間数千万
円の費用がかかるので考えていない
と答弁した。

〇タブレット端末1082台を年度末までに調達。
〇梁瀬小学校は携帯電話網を活用した環境整備で実施。

　新型コロナウイルス感染症による影
響で、助成給付等を受ける水道使用者
(個人、事業者)に緊急的支援として、
水道の使用水量の80％の軽減を行う。

〇実施時期　令和２年６月から令和２年８月までの使用分。
〇減免額　　使用水量の80％。ただし、支払い下限額は基本料金。
　　　　　　減免上限額は30万円。
〇対象者(いずれかに該当する者)
　　　　　　・緊急小口資金、総合支援資金の特例貸付を受けた者。
　　　　　　・雇用調整助成金を受けた者。
　　　　　　・持続化給付金の給付を受けた者。
　　　　　　・新型コロナウイルス感染症特別貸付を受けた者。
　　　　　　・セーフティネット保証の融資を受けた者。

　

生
活
に
最
重
要
な
飲
用
水
に
減
免
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
で
す
。

再
発
生
の
恐
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
、
今
後
こ
の
施
策
を
一
般
家
庭
に

も
配
慮
方
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

概要 概要

事業
内容

内容

学校だけでなく家庭でも使えるように
補正額　1億1187万1千円

基本料金内の対象者には減免恩恵なし
補正額　799万2千円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
に
よ
る
生
活
困
窮
者
・
経
営
難
事
業
者
に

水
道
の
使
用
水
量
80
％
軽
減

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

小
中
学
生
に
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
臨
時
休
業
が
長
引

い
て
学
年
や
学
校
に
よ
っ
て
宿
題
な
ど
の

量
や
質
の
違
い
で
教
育
格
差
が
懸
念
さ
れ

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
や
課
題
の
提
出
な
ど
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

費
用
は
莫
大
で
あ
る
が
、
子
ど
も
の
将

来
の
た
め
に
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
思

う
。

　

障
害
な
ど
の
課
題
の
あ
る
子
ど
も
が
授

業
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
必
要
と
思
う
。

　

コ
ロ
ナ
で
経
営
が
苦
し
い
時
期
の
減
免

あ
り
が
た
い
。

　

欲
を
言
う
と
、
我
々
自
宅
事
業
者
は
、

休
業
し
て
も
生
活
用
に
使
用
し
て
い
る
の

で
家
庭
用
料
金
に
す
る
か
、
基
本
料
金
を

半
額
に
し
て
欲
し
か
っ
た
。

　
　
　

売
上
が
50
％
以
下

に
落
ち
込
ん
だ
事
業
主
は
、

無
料
に
な
っ
て
も
水
道
水

を
た
く
さ
ん
使
う
こ
と
は

な
い
。
ど
う
し
て
水
道
料

金
を
全
額
免
除
す
る
こ
と

を
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

【
町
長
】　

さ
ら
に
２
０
０

万
円
ほ
ど
経
費
が
か
か
る
。

全
額
を
減
免
す
る
と
い
う

よ
う
な
考
え
で
は
な
い
。

問

笠田小学校における
デジタル教科書による授業

用　途
使用水量

軽減前 軽減前①

水道料金
(基本料金+超過料金)

80％
軽減

軽減後②
(負担額)

軽減額
①－②

家庭用Ａ
(口径13)
営 業 用
(口径13)

20㎥

80㎥

4㎥

16㎥

3,400円

19,000円

1,460円

3,510円

1,940円

15,490円

減額の例
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　新型コロナウイルス感染拡大防止対策の財源として、町長から特別職の給料
を10％削減するという相談を受け、議会でも、住民支援として同様の削減をす
るべきではと議員全員協議会で協議した。
　また、議会では、住民に開かれた議会を目指す一環として本会議の映像配信
の予算要望額344万円を先送りにして、併せて財源の捻出に取り組んだ。
　その後、議員報酬の削減に関する条例案が上程され賛成多数で可決した。条
例案が可決されると給与分の予算削減による補正予算と、新型コロナウイルス
感染拡大防止に対する決議案が提出され、それぞれ賛成多数で可決した。

　今回の給料削減に関する議案は
①議員報酬減額の条例（議員提案）　②町長や教育長の給料減額の条例
③給料減額分の予算の補正　　　　　④対策を求める決議（議員提案）
という３議案と１決議案が関連しているため、質疑や討論についてはまとめて掲載している。

　

議
会
か
ら
行
政
へ
の
提
案
を
歓
迎
拍

手
。
い
ち
早
く
本
町
独
自
施
策
で
弱
者
救

済
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
議
会
・
町
長
以
下
全
職
員

共
々
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

概要

経過

職　名
議　長
副議長
議　員

前
300,000円
250,000円
230,000円

後
270,000円
225,000円
207,000円

削減率

10％

削減期間 削減額

令和２年７月
～令和３年３月 約348万円

職　名
町　長
副町長
教育長

前
700,000円
600,000円
550,000円

後
630,000円
540,000円
495,000円

削減率

10％

削減期間 削減額

令和２年７月
～令和３年３月 約150万円

議員報酬

特別職の給料

※ただし、副町長は任命していない。

減額ありきで良いのか

　　減額に至ったプロセスは。問

　　本来は何が必要かという
　　議論があるべきだ。そこ
　　で予算が不足するのであ
　　れば、今年度の事業を先
　　送りできるものはないの
　　かなどの議論があり、必
　　要分が不足するので身を
　　切るのではないか。

問

　　町長と教育長が10％減額
　　するという報告をいただ
　　き全員協議会で提案した。

提出
議員

提出
議員
　　その通りであるがスピー
　　ド感を重視した。

　　財政が豊かでない中、決
　　断した。
町長

　　必要なところに必要なお
　　金をということは理解し
　　ている。報酬のカットが
　　大きく寄与していくとい
　　うことには当然ならない
　　という認識はある。

町長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

対
策
の
拡
充
を
求
め
る
決
議
（
本
文
要
約
）

内　

容

　

①
町
内
企
業
等
に
対
す
る
町
独
自
支
援
策
の
拡
充
。

　

②
補
助
対
象
外
へ
の
上
乗
せ
。

　

③
柔
軟
な
対
策
の
強
化
。

　

④
医
療
体
制
の
充
実
要
望
。

　

３
議
案
と
１
決
議
案
の
内
、
賛
成
討
論
は
決
議
案
の
み
で
反

対
討
論
は
全
て
に
お
い
て
行
わ
れ
た
の
で
要
約
し
て
掲
載
し
て

い
る
。

《
賛
成
》
氏
岡　

誠　

議
員

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
も
、
町
民
や
町
内
企
業
の
実
態
を

把
握
し
、
国
・
県
で
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
部
分
に
は
上
乗

せ
を
行
い
、
ま
た
、
町
単
独
で
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
な
ど
、

早
急
に
対
策
を
と
る
こ
と
が
大
切
。

《
反
対
》
福
井　

強
太　

議
員

　

身
を
切
る
こ
と
に
反
対
で
は
な
い
。
本
来
の
あ
る
べ
き
姿

は
、
住
民
に
寄
り
添
い
対
話
を
深
め
、
今
何
が
必
要
な
の
か
を

明
確
に
す
る
。
そ
の
中
で
、
い
く
ら
予
算
が
必
要
で
ど
の
よ
う

に
予
算
を
生
み
出
す
の
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
で
も
予
算
が
不
足
す
る
の
で
い
く
ら
身
を
切
る
必
要
が
あ
る

の
か
と
い
う
対
策
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
今
回
の
減
額
は
聞

こ
え
の
い
い
う
わ
べ
だ
け
の
政
策
と
し
か
言
え
ず
、
身
を
切
る

こ
と
だ
け
を
あ
り
き
と
し
た
こ
と
に
反
対
。

　

私
が
求
め
る
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
給
料
削

減
よ
り
も
明
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
本
当
に

困
っ
て
い
る
方
へ
の
支
援
で
す
。
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
は
本
当
に
困
っ
て

る
人
を
救
う
事
は
出
来
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

賛
否
が
分
か
れ
る

討討 

論

討 

論

討 

論

　　減額した予算の活用は。問 提出
議員
　　減額分約348万円の活用に
　　ついては、町に対し現状の
　　実態把握の後に独自政策を
　　求めた。

　　減額分約150万円は特別
　　定額給付金の新生児に対
　　する一部として考えてい
　　る。

町長
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子どもたちを
　　コロナから守る

コ
ロ
ナ
情
報

　

共
有
求
め
る

学
校
等
施
設
の
休
業

独
自
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
を

　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
情

　
　
　
　

報
に
つ
い
て
、
県
は
保
健
所
単
位
で
の
性

　
　
　
　

別
・
年
代
の
み
を
公
表
し
て
い
る
。
感
染

症
患
者
の
家
族
、
濃
厚
接
触
者
等
は
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
町
当
局
に
も
一
切
情
報
を
提
供
し
て
い

な
い
。
こ
の
状
況
下
で
新
た
な
感
染
が
小
中
学
校
や

こ
ど
も
園
な
ど
で
発
生
し
た
場
合
、
町
は
適
切
な
対

応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
感
染
拡
大
防
止
の
機
会

を
失
い
か
ね
な
い
。

　

今
回
の
意
見
書
は
橋
本
市
と
伊
都
郡
の
１
市
３
町

の
共
通
課
題
と
し
て
議
員
間
で
協
議
し
た
も
の
で
あ

り
、
議
会
は
、
県
に
対
し
市
町
村
に
情
報
の
提
供
を

求
め
る
た
め
、
意
見
書
を
可
決
し
た
。

経過

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
等
の
公
表
及
び
情
報
提
供
基
準
を

改
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
の
概
要

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
の
保
健
所

単
位
で
の
公
表
を
市
町

村
単
位
で
の
公
表
へ
と

改
め
ら
れ
た
い
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
疑
い
が
あ
る

も
の
（
検
査
時
点
）
の

基
本
４
情
報
を
市
町
村

単
位
に
情
報
提
供
さ
れ

た
い
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
の
同
居
家

族
や
感
染
経
路
か
ら
推

定
さ
れ
る
濃
厚
接
触
者

の
基
本
４
情
報
を
市
町

村
に
情
報
提
供
さ
れ
た

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
迅
速
で
き
め
細
や
か
な
対
応
と

学
校
等
施
設
休
業
基
準
策
定
を
早
急
に
求
め
る
決
議

　
　
　
　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
に
伴
い
町
は
「
感
染

　
　
　
　

拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、

　
　
　
　

感
染
予
防
措
置
を
取
り
な
が
ら
、
小
・
中

学
校
と
公
共
施
設
の
再
開
を
実
施
し
た
。
学
校
等
施

設
の
休
業
基
準
の
策
定
な
ど
細
や
か
な
対
応
を
求
め

る
決
議
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

経過

①
学
校
等
関
係
者
が
感
染

症
を
発
症
し
た
場
合
、

直
ち
に
学
校
等
施
設
の

休
業
を
行
う
べ
く
、
本

町
独
自
の
学
校
等
施
設

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
迅
速
に
行
動
す
る
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

②
感
染
症
患
者
や
濃
厚
接

触
者
へ
の
風
評
被
害
に

　

よ
る
差
別
や
偏
見
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
、
細
心

の
配
慮
に
努
め
た
人
権

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

③
町
民
に
対
し
、
正
し
い

情
報
を
迅
速
に
収
集
提

供
す
る
こ
と
。
ま
た
感

染
症
患
者
や
濃
厚
接
触

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
し
、
町
が
責
任
を

も
っ
て
情
報
公
開
に
努

め
る
こ
と
。

｜
概
要
｜

議
会
が
決
議

県
に
意
見
書

橋本市議と意見書について懇談
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スクールバス活用  空き時間に無料巡回

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の

審
議
。
主
な
内
容
は
、
国

か
ら
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

る
特
別
定
額
給
付
金
事
業

等
。
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
等

の
審
議
。
主
な
内
容
は
、

巡
回
バ
ス
の
運
行
、
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
、
防

災
用
物
品
購
入
等
。
全
員

賛
成
で
可
決
し
た
。

バスに乗って買い物に行こう
ど
う
な
る
か
？

　
　

地
域
公
共
交
通

概要

　
　
　

実
験
的
運
行
と
は
。

【
総
務
・
厚
生
担
当
参
事
】

　

料
金
を
徴
収
す
る
バ
ス

に
は
道
路
運
送
法
が
適
用

さ
れ
る
が
、
無
料
の
バ
ス

は
、
適
用
外
と
な
る
。
今

年
度
は
実
験
的
に
運
行
す

る
の
で
７
月
か
ら
３
月
ま

で
の
９
カ
月
間
、
無
料
で

運
行
す
る
が
、
来
年
度
は

会
員
制
で
会
費
を
徴
収
す

る
方
向
に
つ
な
げ
た
い
。

　

町
の
持
ち
出
し
だ
け
で

運
行
す
る
の
は
困
難
。
特

定
の
人
が
利
用
す
る
バ
ス

に
な
り
、
バ
ス
停
の
あ
る

お
店
な
ど
に
も
協
力
し
て

も
ら
お
う
と
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　

導
入
の
目
的
と
土

日
運
行
し
な
い
理
由
は
。

【
総
務
・
厚
生
担
当
参
事
】

　

目
的
は
、
住
民
へ
の
生

活
支
援
と
業
者
へ
の
支
援

だ
。
巡
回
バ
ス
の
運
行
で

町
発
行
の
ク
ー
ポ
ン
券
の

利
用
が
進
む
よ
う
に
し
た

い
。
高
齢
者
を
主
な
利
用

者
に
想
定
し
て
い
る
の
で
、

土
日
運
行
が
な
く
て
も
平

日
買
い
物
に
行
っ
て
も
ら

え
る
と
考
え
た
。

問

令和２年７月２日～令和３年３月30日まで
１日右回り左回りそれぞれ４便運行
令和２年７月２日～令和３年３月30日まで
１日右回り左回りそれぞれ４便運行

令和２年７月２日～令和３年３月30日まで
１日右回り左回りそれぞれ４便運行

１件
4月会議（4/2８）

補正予算

３件
５月会議（５/21）
補正予算

　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
を
有
効
活
用

　
　
　
　

し
て
巡
回
バ
ス
を
実
験
的
に
運
行
す
る
。

　
　
　
　

町
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
促
進
の
た
め
、

巡
回
バ
ス
に
乗
っ
て
小
売
店
や
飲
食
店
に
行
っ
て
も

ら
う
の
が
狙
い
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
で
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促

す
。

〇 

巡
回
ル
ー
ト
は
国
道
24
号
〜
県
道
和
歌
山
橋
本
線

　

 

ル
ー
ト
を
右
回
り
左
回
り
そ
れ
ぞ
れ
１
日
４
便
。

〇 

月
・
火
・
木
・
金
の
週
４
日
で
、
時
間
は
８
時
45

　

 

分
か
ら
14
時
11
分
ま
で
。

〇 

運
賃
は
無
料
。

　

今
回
の
実
験
的
な
運
行
を
来
年
３
月
30
日
ま
で
行

う
が
、
そ
の
後
運
行
状
況
を
検
証
し
、
今
後
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
営
に
生
か
す
予
定
。

ひ  

へ
い
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国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
使
用
料
・
手

数
料
・
督
促
及
び
延
滞
金
条
例
の
一
部
改
正
、
コ
ロ
ナ

対
策
な
ど
と
各
会
計
の
補
正
予
算
案
等
。
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。

13件
14件
７件
11件
１件
２件
３件
６人

6月会議（6/2～17）
人 事
専決処分
補正予算
条 例
意 見 書
決 議
諸 報 告
一般質問

　
　
　
　

今
年
度
の
国
保
税
は
、
被
保
険
者
の
減
少

　
　
　
　

や
医
療
費
の
高
騰
も
あ
り
、
基
金
か
ら
３

　
　
　
　

０
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
た
が
、
昨
年
度

と
比
べ
値
上
げ
と
な
っ
た
。

　

た
だ
し
、
予
算
編
成
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
広
が
る
中
、
減
免
制
度
が
加
え
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
前
年
度
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の
合
計
所

得
が
３
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
で
、
事
業
収
入
等
が

３
割
以
上
減
に
な
る
と
、
国
保
税
の
全
額
免
除
が
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
る
（
詳
細
は
税
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。

概要

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
値
上
げ
と
な
っ
た
が
。

【
健
康
推
進
課
長
】　

財
政

上
や
む
を
得
な
か
っ
た
。

問
　
　
　

基
金
に
よ
っ
て
値

上
げ
の
抑
制
は
可
能
だ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
場

合
、
来
年
度
は
国
保
税
の

問

値
上
げ
を
す
べ
き
で
な
い

と
思
う
が
。

【
町
長
】　

コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
の
は
通
常
の
状
況
で
は

な
い
。
基
金
残
高
も
あ
る

の
で
こ
れ
を
ど
う
使
う
か
。

第
二
波
、
第
三
波
の
状
況

を
見
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

減
免

　
　
　

減
免
の
仕
組
み
は
。

【
税
務
課
長
】　

来
年
の
３

月
末
ま
で
申
請
を
受
け
付

け
る
の
で
、
一
旦
納
め
た

国
保
税
に
つ
い
て
も
減
免

の
対
象
に
な
る
。

問
　
　
　

住
民
に
寄
り
添
っ

て
納
税
相
談
を
。

【
町
長
】　

現
在
も
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
で
人
員
を
増

員
し
て
い
る
。
十
分
配
慮

し
た
い
。

問

　
　
　

令
和
元
年
８
月
９

日
の
専
決
処
分
書
を
令
和

２
年
６
月
会
議
に
報
告
す

る
理
由
は
。

【
建
設
課
長
】　

町
道
で
の

グ
レ
ー
チ
ン
グ
変
形
に
よ

る
被
害
者
へ
の
人
身
事
故

問

　
　
　

示
談
が
成
立
す
れ

ば
専
決
処
分
書
を
議
会
に

報
告
す
べ
き
だ
し
、
議
案

説
明
時
に
も
説
明
す
べ
き

で
は
。

【
建
設
課
長
】　

本
来
な
ら

ば
、
昨
年
の
９
月
会
議
で

報
告
す
べ
き
だ
っ
た
し
、

議
案
説
明
に
お
い
て
も
遅

れ
た
理
由
を
説
明
す
べ
き

で
あ
り
、
申
し
訳
な
い
。

問

１
年
遅
れ
て
報
告

損
害
賠
償
の
和
解

概要

と
車
両
へ
の
物
損
事
故
が

あ
っ
た
。
物
損
事
故
は
昨

年
８
月
に
示
談
し
た
が
、

人
身
事
故
の
示
談
に
時
間

が
か
か
り
今
と
な
っ
た
。

　議会を招集する時間的な
余裕がないとき、長の判断
で処分を行うこと。専決処
分は議会承認を必要とする
ものと報告のみとするもの
がある。承認が得られない
場合でも処分の効力は失わ
れない。

議会豆知識

専決処分とは専決処分とは専決処分とは

基金3000万円活用するも

国保税アップ

　
　
　
　

町
長
の
専
決

　
　
　
　

処
分
と
し
て

　
　
　
　

町
の
道
路
瑕

疵
に
よ
っ
て
車
両
の
損

壊
と
運
転
手
を
負
傷
さ

せ
た
損
害
賠
償
の
和
解

が
報
告
さ
れ
た
。
し
か

し
、
報
告
の
中
に
は
、

昨
年
８
月
９
日
の
専
決

が
あ
り
質
疑
と
な
っ
た
。

か

し
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
カ
ー
ド
廃
止

使
用
料
、
手
数
料
、
督
促
及
び

延
滞
金
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　
　
　

が
で
き
た
と
き
に
12

　
　
　
　

桁
の
番
号
が
紙
製
の

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
で
各
家

庭
に
届
け
ら
れ
た
。
こ
の
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
は
廃
止
さ
れ

る
が
、
住
所
変
更
が
な
け
れ
ば

今
後
も
使
用
で
き
る
。

概要

討 

論

討 

論

討 

論

　

通
知
カ
ー
ド
の
廃
止
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
導
入
、
健
康
保
険
証
に

な
る
、
銀
行
の
通
帳
と
紐
付
け
る

な
ど
、
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

紛
失
に
よ
る
情
報
流
出
な
ど
が
起

こ
る
。
リ
ス
ク
を
指
摘
せ
ず
利
便

性
だ
け
主
張
す
る
の
は
問
題
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

補正予算（４月・５月・６月会議の合計額）

国 民 健 康 保 険 事 業

国民健康保険天野診療所事業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

介 護 保 険 事 業

花園地域交流推進施設運営事業 

１８億２８５万８０００円

１４７万８０００円

４６万６０００円

△２１７万２０００円

３０万７０００円

△５２万２０００円

△２６万９０００円

△２４８万３０００円

１2５億５１８５万８０００円

２５億７４２３万８０００円

９１８万２０００円

５億８５６４万２０００円

２８億４１９１万９０００円

１億１４００万００００円

６億９９４万４０００円

７億６２２６万３０００円

特　

別　

会　

計

会　計　名 補　正　額 補正後の予算総額

一　　般　　会　　計

水道事業会計
収益的・資本的収入

収益的・資本的支出

賛否が分かれた議案・決議 （注）新堀行雄議員は、議長のため採決には加わらない。　〇は賛成　×は反対

件　　名 議員名
結果

かつらぎ町議会の議員の議員
報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例

町長、副町長及び教育長の給
料その他の給与条例の一部を
改正する条例

かつらぎ町使用料、手数料、
督促及び延滞金条例の一部
を改正する条例

令和２年度かつらぎ町一般会
計補正予算（第３号)

新型コロナウイルス感染症に
伴う対策の拡充を求める決議

福
井

松
岡

藤
本

小
林

溝
北

福
岡

氏
岡

浦
中

赤
阪

大
原

東
芝

宮
井

雑
賀

新
堀

×○○○○○○○○○○○○－

○○○○○×○○○○××○－

×○○○○○○○○○○○○－

×○○○○○○○○○○○○－

×○○○○○○○○○○○○－

12対１で
可決

12対１で
可決

10対３で
可決

12対１で
可決

12対１で
可決
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ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

給付型奨学金と奨学金返済サポート制度を

本町の小中生徒へのパソコン教育は（新型コロナ含むオンライン教育へは）

持続化給付金の申請　町の手助けは

学童保育を公設民営に

複合災害(コロナ禍と自然災害)に対する町当局の対応は

食料・農業・農村基本計画の閣議決定に伴う町の農業について

松 岡 　 宏 行

溝 北 　 好 一

福 岡 久 二 子

東 芝 　 弘 明

宮 井 　 健 次

赤 阪 　 岩 男

町民町民のおもいおもいを届ける届ける6060分町民のおもいを届ける60分

中阪町長

　一般質問は、議員が事前に提出した通告書に基づいて、町政に関する提案や質問を
行うもので、持ち時間は一人60分。なお、記事は、質問者の責任において作成された
ものである。

一般質問
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松 岡 宏 行 議員

　
　
　

私
立
の
文
系
で
卒

業
ま
で
の
費
用
は
、
自
宅

通
学
者
で
４
年
間
約
７
４

０
万
円
、
下
宿
で
約
１
０

９
６
万
円
。
本
町
に
は
大

学
進
学
者
を
支
援
す
る
制

度
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き

ず
学
費
や
生
活
費
に
苦
労

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
を
支
援
す
る
取
り

組
み
が
必
要
で
は
。

【
総
務
・
厚
生
担
当
参
事
】

　

支
援
す
る
こ
と
は
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
　
　

所
得
の
低
い
家
庭

や
ひ
と
り
親
家
庭
を
優
先

的
に
月
額
３
万
円
の
給
付

型
の
進
学
奨
学
金
制
度
を
。

【
町
長
】　

低
所
得
世
帯
で

は
高
等
教
育
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
で
検
討
す
る
必

問

避
難
所
の
備
蓄
食
料
に

　
　
　
　

液
体
ミ
ル
ク
を

給付型奨学金と奨学金返済サポート制度を
検討する必要がある町 長

　
　
　

給
付
型
奨
学
金
、

奨
学
金
の
返
済
サ
ポ
ー
ト

の
財
源
は
、
一
般
会
計
よ

り
の
持
ち
出
し
、
ふ
る
さ

と
か
つ
ら
ぎ
寄
附
金
、
町

内
企
業
か
ら
の
寄
附
金
で

基
金
を
。

【
町
長
】　

企
業
訪
問
で
は

大
学
卒
業
者
よ
り
高
校
卒

業
者
の
希
望
が
多
い
が
、

大
学
卒
業
者
が
地
元
で
採

用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
。
基
金
は
前
向
き
に

考
え
た
い
。

要
が
あ
る
。

企
業
と
の
連
携
を
深
め
、

若
者
の
定
住
を
。

【
町
長
】　

ス
タ
ン
ス
は
賛

同
。
若
者
定
住
は
奨
学
金

の
制
度
だ
け
で
な
く
根
本

的
な
部
分
か
ら
考
え
た
い
。

企
業
を
巻
き
込
ん
だ
奨
学

金
制
度
は
作
り
た
い
の
で
、

企
業
と
協
議
し
た
い
。

問

　
　
　

奨
学
金
制
度
の
利

用
者
は
お
お
む
ね
二
人
に

一
人
。
平
均
的
に
借
入
総

額
３
２
４
万
円
、
毎
月
の

返
済
額
１
万
６
８
８
０
円
、

返
済
期
間
14
・
７
年
。
奨

学
金
の
返
済
は
、
生
活
や

結
婚
な
ど
若
者
の
将
来
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
。
大

学
卒
業
後
町
内
に
在
住
す

れ
ば
年
額
15
万
円
、
さ
ら

に
町
内
企
業
に
就
職
す
れ

ば
18
万
円
。
10
年
間
支
援

す
る
奨
学
金
の
返
済
サ
ポ

ー
ト
制
度
を
創
設
し
て
、

問

　
　
　

液
体
ミ
ル
ク
は
、

耐
久
性
の
高
い
ス
チ
ー
ル

缶
で
、
製
造
日
か
ら
１
年

間
保
存
が
可
能
。
２
１
５

円
で
市
販
さ
れ
て
い
る
。

缶
に
乳
首
キ
ャ
ッ
プ
を
付

け
て
、
直
接
利
用
で
き
る

の
が
特
徴
。
避
難
所
の
備

蓄
食
料
に
液
体
ミ
ル
ク
を

整
備
す
れ
ば
、
乳
児
を
は

じ
め
多
く
の
人
が
利
用
で

き
る
の
で
は
。
特
に
、
保

育
所
や
学
校
給
食
で
一
定

の
量
を
確
保
す
る
ロ
ー
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
ク
手
法
を
活

用
し
て
は
。

【
町
長
】　

乳
児
を
守
る
の

に
非
常
に
有
効
な
の
で
導

入
を
前
向
き
に
考
え
た
い
。

問

　
　
　

今
、
地
震
が
発
生

し
て
多
く
の
住
民
が
避
難

場
所
に
避
難
し
、
水
や
燃

料
の
確
保
が
難
し
い
と
き
、

備
蓄
用
の
パ
ン
や
米
な
ど

で
、
大
人
や
子
ど
も
は
対

応
で
き
る
。
も
し
そ
の
中

に
乳
児
が
十
数
人
お
れ
ば

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
。

【
総
務
・
厚
生
担
当
参
事
】

　

す
ぐ
に
授
乳
が
で
き
る

状
況
で
な
い
こ
と
は
、
確

か
な
事
実
。

問
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溝 北 好 一 議員

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

が
テ
レ
ビ
・
経
済
・
教
育

ま
で
当
た
り
前
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
国
は
２
０
２
４

年
度
ま
で
に
全
児
童
・
生

徒
に
パ
ソ
コ
ン
一
台
を
無

償
配
布
す
る
。
本
町
の
実

態
は
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

現
在
、

全
国
は
５
・
４
人
に
１
台
、

和
歌
山
県
は
４
人
に
１
台
。

本
町
は
小
中
学
校
１
０
５

７
人
に
２
３
０
台
、
４
・

５
人
に
１
台
で
あ
る
。

問
　
　
　

Ａ
Ｉ
に
対
す
る
人

材
育
成
は
。

【
教
育
長
】　

ソ
サ
イ
エ
テ

ィ
５
・
０
で
超
ス
マ
ー
ト

社
会
を
生
き
る
時
代
。
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
と
共
存
し

な
が
ら
社
会
貢
献
で
き
る

問

　
　
　

小
中
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
教
育
の
実
態
は
。

【
教
育
次
長
】　

文
字
入
力

能
力
か
ら
動
画
等
資
料
の

閲
覧
知
識
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

を
養
う
。
平
成
29
年
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を

取
り
組
み
中
だ
。

力
を
育
む
必
要
が
あ
る
。

問
　
　
　

和
歌
山
県
の
パ
ソ

コ
ン
教
育
の
実
態
な
ら
び

に
レ
ベ
ル
は
。

【
教
育
長
】　

本
県
は
全
国

よ
り
１
年
早
く
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
　
　
　

３
月
補
正
で
国
か

ら
パ
ソ
コ
ン
一
人
１
台
の

予
算
が
付
い
た
。
近
隣
市

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
予

算
計
上
早
く
取
り
組
ん
だ

が
、
本
町
は
な
ぜ
手
を
上

げ
な
か
っ
た
か
。

【
町
長
】　

補
正
予
算
の
補

助
要
綱
や
事
業
詳
細
が
未

確
定
の
た
め
、
５
月
補
正

に
計
上
し
た
。
今
後
の
展

問

　
　
　

他
市
町
村
と
比
較

し
て
高
速
通
信
環
境
（
学

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
・
ｗ
ｉ
ー
Ｆ

ｉ
）
が
遅
れ
て
い
な
い
か
。

【
教
育
次
長
】　

大
谷
小
・

梁
瀬
小
以
外
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
整

備
が
済
み
だ
が
容
量
が
不

足
。
５
月
補
正
で
梁
瀬
小

以
外
は
環
境
整
備
す
る
。

開
が
具
体
的
に
議
論
さ
れ

な
い
中
で
は
問
題
と
判
断

し
た
。

問
　
　
　

笠
田
小
の
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
モ
デ
ル
を
見
て
、

大
変
な
進
歩
と
子
ど
も
た

ち
の
素
晴
ら
し
い
将
来
像

を
感
じ
た
。
フ
ル
活
用
に

教
職
員
の
知
識
ア
ッ
プ
研

修
等
は
。

【
教
育
長
】　

今
後
の
課
題

だ
。
平
成
29
年
よ
り
各
学

校
に
ペ
ッ
パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト

を
借
り
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
実
施
に
よ
る
子
ど
も

と
教
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
図
れ
た
。
今
後
も
研
修

を
通
じ
先
生
の
活
用
能
力

を
高
め
る
。

問

　
　
　

デ
ジ
タ
ル
教
育
と

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
は
。

【
町
長
】　

情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
教
育
と
字
を

書
き
、
本
を
読
み
、
表
現

力
や
読
解
力
を
高
め
る
教

育
の
必
要
性
。
日
本
語
を

正
し
く
使
い
ふ
る
さ
と
を

愛
し
自
分
が
住
み
な
れ
た

町
の
た
め
に
、
い
か
に
貢

献
で
き
る
か
、
そ
ん
な
子

ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

問

　
　
　

将
来
含
め
、
災
害

や
感
染
症
に
伴
う
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
を
本
会
議
で
当

面
考
え
て
い
な
い
と
答
弁

し
た
が
。

【
教
育
長
】　

コ
ロ
ナ
休
業

で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
今

で
き
る
こ
と
を
必
死
に
頑

張
っ
て
く
れ
た
。
今
後
は

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
も
視
野

に
入
れ
て
遅
れ
る
こ
と
な

く
取
り
組
み
た
い
。

問

本町の小中生徒へのパソコン教育は
(新型コロナ含むオンライン教育へは)

ICT教育とふるさとを愛する心を培っていく町 長

笠田小学校のパソコン教室笠田小学校のパソコン教室笠田小学校のパソコン教室
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福岡久二子 議員

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
わ
る

「
専
用
お
問
い
合
わ
せ
窓

口
」
が
５
月
１
日
に
設
置

さ
れ
た
。
窓
口
担
当
の
趣

旨
と
任
務
は
。

【
企
画
公
室
長
】　

長
期
化

が
予
測
さ
れ
る
中
、
窓
口

を
一
本
化
し
て
個
人
や
事

業
主
か
ら
の
相
談
に
対
応

し
て
い
る
。
国
の
施
策
の

対
応
も
行
う
と
い
う
こ
と

で
設
置
さ
れ
た
。

問
　
　
　

５
月
８
日
に
問
い

合
わ
せ
た
と
き
に
は
、
持

続
化
給
付
金
な
ど
国
の
支

援
制
度
に
つ
い
て
の
相
談

は
、
役
場
で
は
受
け
付
け

て
い
な
い
と
い
う
返
事
だ

っ
た
。
実
際
に
は
町
民
か

ら
の
相
談
は
あ
っ
た
の
か
。

【
企
画
公
室
長
】　

５
月
１

問

持続化給付金の申請　町の手助けは
精力的に取り組みたい町 長

　
　
　

持
続
化
給
付
金
の

こ
と
を
知
ら
な
い
人
や
、

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
自
分
と
結
び
つ
い
て

い
な
い
と
い
う
人
も
い
る
。

問

　
　
　

10
万
円
給
付
の
こ

と
で
臨
時
任
用
職
員
を
雇

用
し
て
い
る
が
、
人
員
を

増
や
す
こ
と
は
あ
る
か
。

【
町
長
】　

今
の
体
制
で
や

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
り
た

い
。 問

　
　
　

新
し
い
担
当
も
増

や
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
の
状
況
と
こ
れ
か
ら
の

こ
と
を
。

【
町
長
】　

次
の
一
手
を
打

っ
て
い
く
た
め
の
体
制
づ

く
り
と
い
う
こ
と
で
、
５

人
に
加
え
、
新
た
に
７
人

の
職
員
に
発
令
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
と

い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。

き
ち
ん
と
申
請
で
き
る
書

類
を
整
え
て
い
る
人
に
は

当
然
サ
ポ
ー
ト
し
な
い
と

い
け
な
い
。
本
業
と
併
せ

て
の
業
務
で
、
職
員
に
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
が
、

精
力
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問

一般質問

日
か
ら
５
月
末
ま
で
の
１

カ
月
間
で
、
相
談
窓
口
へ

の
問
い
合
わ
せ
が
１
０
８

２
件
。
10
万
円
給
付
金
に

つ
い
て
の
も
の
が
多
く
、

持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て

は
20
件
あ
っ
た
。

町
が
相
談
に
の
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
広

報
に
載
せ
る
べ
き
だ
。
何

を
ど
う
載
せ
る
か
は
ど
う

決
ま
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】　

各
課
か
ら

町
民
に
知
ら
せ
る
内
容
が

総
務
課
へ
集
ま
っ
て
く
る
。

そ
れ
を
も
と
に
広
報
紙
の

構
成
を
行
う
。
発
行
の
２

カ
月
前
に
構
成
は
決
ま
る
。

急
ぐ
場
合
は
紙
面
掲
載
で

な
く
折
り
込
み
を
す
る
。

【
企
画
公
室
長
】　

今
担
当

の
５
人
以
外
に
も
職
員
を

増
や
す
予
定
。
必
要
書
類

の
こ
と
や
給
付
の
対
象
と

な
る
か
ど
う
か
の
相
談
に

の
る
。
町
民
に
代
わ
っ
て

の
サ
ポ
ー
ト
会
場
予
約
も

可
能
。

　
　
　

対
応
の
中
身
は
。

【
企
画
公
室
長
】　

ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
使
え
る
人
に

は
入
力
の
方
法
ま
で
手
伝

っ
て
い
る
。
そ
う
で
な
い

人
に
は
国
の
サ
ポ
ー
ト
会

場
で
あ
る
橋
本
商
工
会
館

を
紹
介
し
、
必
要
書
類
の

説
明
な
ど
し
て
い
る
。

問
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
会
場
で

は
「
電
子
申
請
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
が
、
詳
し
い
相

談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

ん
」
と
あ
る
。
自
分
が
申

請
で
き
る
の
か
ど
う
か
、

ど
ん
な
準
備
を
す
れ
ば
い

い
か
な
ど
、
相
談
で
き
る

と
こ
ろ
が
な
い
の
が
現
状

だ
。
町
民
に
と
っ
て
困
る

の
は
こ
れ
だ
。
サ
ポ
ー
ト

会
場
で
聞
く
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
な
こ
と
に
応
え

る
の
が
役
場
で
は
な
い
か
。

問

持続化給付金  申請
しましたか

コロナ禍で農業も営
業も大変
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一般質問

東 芝 弘 明 議員
　
　
　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
の
４
情
報
も
含

め
、
県
と
の
情
報
共
有
は

必
要
か
。

【
町
長
】　

基
本
４
情
報
は

必
要
だ
。

問
　
　
　

県
に
対
し
「
対
策

計
画
」
に
基
づ
き
連
携
を

要
請
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】　

申
し
入
れ
る
べ

き
か
ど
う
か
。
慎
重
に
考

え
る
。

問
　
　
　

風
評
被
害
の
克
服

や
差
別
的
な
問
題
の
克
服

へ
の
努
力
は
、
市
町
村
の

責
任
だ
と
思
う
が
。

【
町
長
】　

市
町
村
に
責
任

が
あ
る
。

問
　
　
　

第
二
波
、
第
三
波

が
起
こ
っ
た
ら
医
療
崩
壊

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。

赤
字
補
塡
が
ど
う
し
て
も

必
要
。
医
療
的
な
対
策
が

必
要
で
は
。

【
町
長
】　

消
防
に
よ
る
救

急
搬
送
の
と
き
に
、
コ
ロ

【
教
育
長
】　

実
態
把
握
は

大
事
。
各
学
校
の
取
り
組

み
を
尊
重
し
て
情
報
共
有

し
、
指
導
助
言
や
支
援
を

し
た
い
。

問

　
　
　

４
月
と
５
月
、
ひ

ま
わ
り
キ
ッ
ズ
に
登
所
し

た
児
童
が
、
な
ぜ
減
少
し

た
の
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】　

緊
急

事
態
宣
言
の
も
と
、
登
所

自
粛
が
起
こ
っ
て
い
た
。

問

学童保育を公設民営に
公設民営か直営があるべき姿町 長

【
町
長
】　

規
模
の
大
き
い

と
こ
ろ
は
、
公
設
民
営
ま

た
は
直
営
が
あ
る
べ
き
姿

だ
と
思
う
。

ナ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、

た
ら
い
回
し
状
態
に
何
度

か
な
っ
た
。
こ
う
い
う
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
機
関
の
経
営
に
つ
い

て
は
、
対
策
を
講
じ
る
べ

き
だ
。

　
　
　

昨
年
か
ら
非
常
に

経
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
問
題

が
発
生
し
た
。
学
童
保
育

に
対
し
運
営
委
託
料
を
町

が
出
し
て
経
営
を
安
定
さ

せ
る
べ
き
で
は
。

【
教
育
長
】　

民
設
民
営
か

ら
公
設
民
営
へ
、
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 問

　
　
　

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
学
校
の
臨
時
休
業
を
必

ず
し
も
実
施
す
る
必
要
は

な
い
と
な
っ
た
。
休
業
の

目
安
は
。

【
教
育
長
】　

学
級
ま
た
は

学
年
の
休
業
、
学
校
の
臨

時
休
業
、
地
域
内
の
全
て

の
学
校
の
臨
時
休
業
、
県

内
の
全
て
の
学
校
の
臨
時

休
業
と
い
う
よ
う
に
ケ
ー

ス
ご
と
に
示
さ
れ
た
。

問

　
　
　

教
職
員
の
消
毒
の

負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
は
。

【
教
育
長
】　

国
が
方
向
を

示
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
期
待
し
た
い
。

問
　
　
　

事
前
に
こ
の
方
針

を
説
明
し
な
い
と
大
混
乱

す
る
。
保
護
者
が
感
染
し

た
ら
子
ど
も
は
ど
う
な
る

の
か
。

【
教
育
次
長
】　

親
族
間
で

の
保
護
が
基
本
。
親
族
等

に
よ
る
保
護
が
困
難
な
場

合
は
、
児
童
相
談
所
や
児

童
養
護
施
設
等
で
の
一
時

保
護
か
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
利
用
を
想
定
し
て
い

る
。
実
態
に
つ
い
て
の
正

確
な
数
値
は
持
っ
て
い
な

い
。 問

コ
ロ
ナ
対
策
情
報
共
有
を

コ
ロ
ナ
対
策
の
学
校
休
業
方
針
の

　
　

説
明
と
ゆ
き
届
い
た
対
策
を

３密を避けるため音楽教室を普通教室に活用する笠田小学校３密を避けるため音楽教室を普通教室に活用する笠田小学校３密を避けるため音楽教室を普通教室に活用する笠田小学校
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宮 井 健 次 議員

　
　
　

「
か
つ
ら
ぎ
町
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
」
（
平
成
28

年
２
月
）
に
照
ら
し
て
、

現
在
の
局
面
は
。

【
危
機
管
理
課
長
】　

小
康

期
に
入
っ
て
い
る
。

問
　
　
　

町
長
も
同
様
の
認

識
か
。

【
町
長
】　

同
様
に
小
康
期

と
考
え
て
い
る
。

問
　
　
　

梅
雨
の
季
節
に
入

り
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
い

う
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生

に
よ
っ
て
例
年
以
上
に
複

合
災
害
が
予
想
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。

【
危
機
管
理
課
長
】　

今
ま

で
の
災
害
対
策
本
部
の
編

成
で
は
非
常
に
困
難
。
職

員
の
配
置
を
含
め
て
、
編

成
替
え
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　
　
　

「
分
散
避
難
」
は

考
え
て
い
る
の
か
。

【
危
機
管
理
課
長
】　

避
難

所
の
収
容
人
数
は
制
限
さ

れ
る
の
で
、
自
宅
、
親
戚
、

友
人
等
安
全
な
場
所
へ
の

避
難
も
広
報
し
て
い
る
。

問
　
　
　

ホ
テ
ル
、
旅
館
は

ど
う
か
。

【
危
機
管
理
課
長
】　

和
歌

山
県
と
和
歌
山
県
旅
館
ホ

テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

が
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

町
内
で
は
「
か
め
や
旅

館
」
「
旅
館
か
つ
ら
ぎ
」

「
き
く
や
旅
館
」
「
一
栄

旅
館
」
「
か
つ
ら
ぎ
温
泉

八
風
の
湯
」
と
な
っ
て
い

る
。 問

　
　
　

避
難
所
で
の
生
活

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
例
え
ば
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
準
備
は
。

【
危
機
管
理
課
長
】　

現
在

の
と
こ
ろ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
ま
で
考
え
て
い
な
い
。

避
難
所
用
マ
ッ
ト
の
購
入

で
代
替
え
を
考
え
た
い
。

問

　
　
　

町
の
防
災
計
画
の

中
に
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
注
）」
と
い
う
考
え
方
を

入
れ
る
考
え
は
。

【
町
長
】　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
必
要
。
早
急
に
防
災
計

画
を
見
直
し
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
、
機
構
改
革
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
質
問
し
た
。

問

　
　
　

職
員
の
避
難
訓
練

は
、
ど
う
す
る
の
か
。
田

辺
市
で
は
職
員
30
人
で
公

民
館
を
使
っ
て
事
前
の
訓

練
を
し
て
い
る
が
。

【
町
長
】　

一
番
大
切
な
の

は
職
員
の
訓
練
で
あ
る
と

常
々
課
長
に
伝
え
て
あ
る
。

近
々
や
り
た
い
。

問

　
　
　

ど
の
よ
う
な
準
備
、

段
取
り
を
し
て
い
る
の
か
。

【
危
機
管
理
課
長
】　

換
気

用
の
扇
風
機
、
消
毒
液
、

非
接
触
体
温
計
等
の
購
入

を
進
め
て
い
る
。

問
　
　
　

避
難
所
の
開
設
は
。

【
危
機
管
理
課
長
】　

今
回
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
用
と
し
て
町
職

員
配
置
の
開
設
場
所
は
、

紀
北
農
芸
高
校（
中
飯
降
）、

妙
寺
中
学
校（
妙
寺
）、
丁

ノ
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
丁
ノ
町
）、
笠
田
高
校

（
笠
田
）。
四
邑
公
民
館
に

つ
い
て
は
廃
止
し
、
新
た

に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

発
熱
者
専
用
と
し
て
開
設

を
考
え
て
い
る
。

問

一般質問

複合災害(コロナ禍と自然災害)に対する
町当局の対応は

職員の訓練、近々やりたい町 長

（
注
）タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は

　

時
間
軸
に
沿
っ
て
、
例
え
ば
台
風
の
接
近
、
上
陸
、

通
過
の
局
面
別
に
行
動
計
画
を
作
成
、
庁
内
の
各
部
署

が
ど
う
動
き
、
住
民
に
何
を
促
す
か
な
ど
を
定
め
、
減

災
に
つ
な
げ
る
試
み
。

コロナ禍に伴って見直しされた避難所

紀北農芸高校　体育館（中飯降）
妙寺中学校　体育館（妙寺）
笠田高校　体育館（笠田）

【福祉避難所】
　丁ノ町地域交流センター（丁ノ町）

【発熱者用避難所】
　かつらぎ町保健福祉センター（丁ノ町）

施設名
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一般質問

赤 阪 岩 男 議員

　
　
　

本
町
を
何
立
町
と

考
え
る
か
。

【
町
長
】　

数
字
上
は
製
造

業
が
盛
ん
で
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
小
売
業
や
卸
売
業
が

多
い
。
農
業
は
従
来
か
ら

振
興
さ
れ
て
い
る
が
、
基

幹
産
業
と
は
言
え
な
い
と

こ
ろ
ま
で
衰
退
し
て
い
る
。

し
か
し
、
農
村
、
農
業
は

守
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
　
　

一
番
大
切
な
も
の

は
。

【
町
長
】　

若
い
世
代
、
特

に
子
ど
も
は
町
の
宝
で
あ

る
。 問

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
は
。

【
町
長
】　

少
な
い
農
地
を

い
か
に
効
率
よ
く
使
う
か
。

問

棚
田
や
段
々
畑
等
へ
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と

だ
と
理
解
し
て
い
る
。

ヤ
、
家
電
品
、
違
法
に
処

理
し
た
断
熱
材
で
生
ご
み

等
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
　
　

衰
退
、
疲
弊
が
進

み
、
格
差
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
国
の
計
画
と

町
農
政
の
整
合
性
は
。

【
町
長
】　

中
山
間
地
の
衰

退
イ
コ
ー
ル
農
業
の
衰
退

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。 問

　
　
　

中
山
間
地
で
生
活

に
潤
い
が
も
て
る
よ
う
な

単
独
の
支
払
制
度
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】　

単
独
補
助
に
つ

い
て
は
、
今
す
ぐ
こ
こ
へ

至
る
と
い
う
考
え
は
な
い
。

問

　
　
　

国
定
公
園
地
内
へ

の
不
法
投
棄
や
産
業
廃
棄

物
に
つ
い
て
、
誰
か
現
場

を
確
認
し
た
か
。

【
産
業
観
光
課
長
】　

前
回

の
議
会
の
質
問
の
後
確
認

し
た
。
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
る
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

建
築

廃
材
や
家
具
類
、
廃
タ
イ

問

　
　
　

袋
を
開
封
し
た
か
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

目
視

で
確
認
し
た
。

【
町
長
】　

捨
て
た
人
間
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
地

権
者
の
責
任
に
な
る
。
地

元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
回

収
し
、
行
政
が
処
理
す
る

の
が
基
本
的
な
方
法
だ
。

問

食料・農業・農村基本計画の
閣議決定に伴う町の農業について

伝統的に農業を守る必要がある町 長

３
月
会
議
の

一
般
質
問
へ

　

答
弁
と
対
応
か
ら

　
　
　

ご
み
袋
の
年
間
使

用
量
は
。

【
住
民
福
祉
課
長
】　

昨
年

の
販
売
実
績
は
、
可
燃
ご

み
袋
32
万
８
２
６
０
枚
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
袋
８
６

８
０
枚
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、
１
万
２
６
０

枚
。 問

　
　
　

袋
に
広
告

を
検
討
し
て
は
。

【
総
括
担
当
参
事
】

約
37
万
枚
な
の
で

１
円
の
広
告
料
と
な
る
と

37
万
円
と
な
る
。
業
者
の

費
用
と
の
経
済
比
較
で
導

入
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
る
。

問

町
指
定
ご
み
袋
に
広
告
を

←
ご
み
袋
の
裏
は
無
地

ぶどうの生産が盛んで農業が元気な御所地域ぶどうの生産が盛んで農業が元気な御所地域ぶどうの生産が盛んで農業が元気な御所地域
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経
常
収
支
比
率
、
２
年
ぶ
り
に

１
０
０
％
切
る
見
込
み

　

６
月
４
日
委
員
会
開
催
。
平
成
31
年
度
決

算
見
込
み
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
面

で
は
町
税
・
県
補
助
金
・

地
方
交
付
税
・
ふ
る
さ
と

納
税
等
の
増
、
起
債
等
の

減
と
な
っ
た
。
歳
出
面
で

は
公
債
費
等
の
増
、
衛
生

費
・
災
害
復
旧
費
等
の
減

に
よ
り
、
単
年
度
収
支
は

１
億
４
６
４
０
万
円
の
黒

字
見
込
み
で
、
平
成
30
年

度
よ
り
も
増
加
す
る
。
経

常
収
支
比
率
は
土
地
開
発

公
社
の
借
金
を
ま
ち
づ
く

り
基
金
、
減
債
基
金
を
取

り
崩
し
て
一
括
返
済
し
た

こ
と
に
よ
り
、
１
０
０
％

を
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

た
だ
、
貯
金
を
下
ろ
し

て
借
金
を
返
済
し
た
も
の

で
行
財
政
改
革
の
効
果
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
今
年
10

月
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ

り
、
１
億
円
を
超
え
る
地

方
交
付
税
の
減
額
（
人
口

一
人
当
た
り
約
10
万
円
）、

西
部
公
園
・
妙
寺
団
地
の

起
債
の
償
還
が
始
ま
り
、

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
で
不
測
の
支
出
が

見
込
ま
れ
る
。
依
然
と
し

て
厳
し
い
町
財
政
の
健
全

化
に
向
け
て
、
行
財
政
改

革
推
進
方
針
の
徹
底
を
求

め
た
。

　

４
月
28
日
合
同
委
員
会
開
催
。
中
飯
降
地

域
に
お
け
る
林
地
開
発
に
つ
い
て
調
査
審
議

し
た
。

　

林
地
開
発
は
産
業
観
光

課
、
産
業
廃
棄
物
は
住
民

福
祉
課
担
当
の
た
め
合
同

委
員
会
と
な
っ
た
。

こ
ろ
、
２
カ
所
か
ら
土
砂

混
じ
り
の
廃
棄
物
を
確
認
。

保
健
所
は
業
者
に
対
し
て

廃
棄
物
処
分
計
画
の
提
出

を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を

踏
ま
え
、
今
回
は
状
況
報

告
と
し
て
捉
え
、
新
た
な

進
展
が
あ
れ
ば
委
員
会
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
た
。

新
た
に
追
加
！

  

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が

  

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

６
月
５
日
委
員
会
開
催
。
①
第
２
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
②
新
型
コ
ロ
ナ

情
報
提
供
を
求
め
る
意
見
書
③
町
に
対
し
て

コ
ロ
ナ
感
染
症
学
校
等
施
設
休
業
基
準
策
定

決
議
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
た
。

※
②
③
の
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
は
、
地
域
社
会
の
宝

で
あ
る
。
第
２
期
計
画
を

令
和
２
年
３
月
に
策
定
し

た
。
「
健
や
か
に
産
み
育

て
る
環
境
づ
く
り
」
「
子

育
て
と
社
会
参
加
を
両
立

さ
せ
る
」
「
子
育
て
を
地

域
の
み
ん
な
で
応
援
す

る
」
「
次
世
代
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
」
「
子
ど
も

が
安
全
に
育
つ
安
心
で
き

る
ま
ち
」
に
新
た
に
「
支

援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
が
追
加
と
な
る
。

　

近
年
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関

わ
る
問
題
が
多
発
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
防
止
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た

め
の
継
続
し
た
啓
発
活
動

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
追
加
し
た
と
説
明
を

受
け
た
。

　

委
員
会
は
、
障
害
の
あ

る
子
ど
も
、
虐
待
等
に
よ

り
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
、
貧
困
や
外
国
に
つ

な
が
る
子
ど
も
等
、
配
慮

が
必
要
な
子
ど
も
や
保
護

者
を
対
象
に
継
続
的
支
援

の
充
実
を
求
め
た
。

　

民
間
業
者
が
林
地
開
発

の
許
可
を
受
け
土
砂
埋
め

立
て
に
よ
る
農
地
造
成
を

し
て
い
た
。
途
中
か
ら
産

業
廃
棄
物
埋
め
立
て
申
請

を
し
た
が
、
住
民
・
町
・

町
議
会
か
ら
の
反
対
運
動

で
産
廃
計
画
を
廃
止
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

今
ま
で
の
経
緯

　

一
部
の
土
地
所
有
者
か

ら
産
廃
が
埋
め
ら
れ
て
い

る
と
橋
本
保
健
所
に
掘
り

起
し
要
請
が
あ
っ
た
。
現

地
３
カ
所
を
掘
削
し
た
と

農
地
造
成
地
か
ら

産
廃
の
混
入
確
認

妙寺団地１号棟妙寺団地１号棟妙寺団地１号棟

産業廃棄物が確認された中飯降の林地開発地産業廃棄物が確認された中飯降の林地開発地産業廃棄物が確認された中飯降の林地開発地
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５
月
27
日
、
６

月
18
日
委
員
会
を

開
催
し
、
議
会
基

本
条
例
の
検
証
に

つ
い
て
審
議
し
た
。

　

本
町
は
、
新
規
採
用
の
職
員
研
修
の
一
環

と
し
て
、
議
会
傍
聴
を
毎
年
６
月
に
実
施
し

て
い
る
。
今
年
は
６
月
10
日
の
本
会
議
を
３

人
の
職
員
が
傍
聴
し
た
。

　

４
月
９
日
、
５

月
19
日
、
６
月
５

日
委
員
会
開
催
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
商

工
会
と
の
懇
談
会

を
延
期
。
ま
た
、

業
務
委
託
に
よ
る

映
像
配
信
の
予
算

化
を
コ
ロ
ナ
対
応

優
先
の
た
め
断
念

し
た
。

　

４
月
７
日
、
議

会
モ
ニ
タ
ー
の
委

嘱
式
を
行
っ
た
。

任
期
は
１
年
。

　

議
会
活
性
化
と
開
か
れ

た
議
会
を
進
め
る
た
め
、

議
員
提
案
に
よ
り
成
立
し

た
「
か
つ
ら
ぎ
町
議
会
基

本
条
例
」
は
、
独
自
に
議

会
の
自
己
研
鑽
と
資
質
の

向
上
に
努
め
、
各
常
任
委

員
会
で
は
月
一
回
は
開
催

し
、
政
策
議
論
し
た
。
広

報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、

モ
ニ
タ
ー
制
度
活
用
で
意

見
収
集
し
た
。

　

条
例
制
定
か
ら
４
年
が

経
過
し
た
の
で
、
委
員
会

で
は
検
証
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
回
で
、
全
て
の

検
証
が
終
了
し
た
。
こ
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後

中
間
報
告
を
行
う
。

〇
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

定
住
率
上
が
る
の

か
」
（
85
号
10
ペ
ー
ジ

タ
イ
ト
ル
）
は
、
定
住

と
い
う
目
的
が
達
成
さ

れ
る
と
い
う
事
で
す
が
、 　

理
解
で
き
に
く
い
で
す
。

〇
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
構

築
へ
」
（
85
号
６
ペ
ー

ジ
）
に
つ
い
て
、
デ
マ

ン
ド
交
通
は
実
現
し
て

ほ
し
い
で
す
。
か
つ
ら

ぎ
町
は
山
間
部
も
あ
り

高
齢
の
為
、
車
の
免
許

証
返
納
し
た
時
に
直
面

す
る
問
題
で
す
。
運
営

主
体
は
自
治
体
で
お
願

い
し
た
い
と
今
は
思
っ

て
い
ま
す
。

〇
選
挙
権
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
中
学
生
や
高
校

　

生
達
に
も
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
地
域
の
活
性

化
に
つ
い
て
の
提
案
や

日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る

事
な
ど
を
メ
ー
ル
で
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

送
っ
て
も
ら
い
、
そ
の

内
容
を
議
会
だ
よ
り
で

紹
介
で
き
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
？

〇
次
世
代
シ
リ
ー
ズ
の
が

ん
ば
る
人
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

〇
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
の

で
初
め
て
し
っ
か
り
最

後
ま
で
読
み
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
審
議
と
一

般
質
問
は
読
み
応
え
が

あ
り
ま
し
た
。

基
本
条
例
の

成
果
と
検
証

議
会
だ
よ
り
を

読
ん
で

議
会
モ
ニ
タ
ー
だ
よ
り
№
１

新規採用職員が議会を傍聴

議会モニター委嘱式

　

議
会
の
議
案
質
疑
・
採
決
に
つ
い
て
傍
聴

し
、
質
疑
・
答
弁
等
の
形
式
を
学
ん
だ
。
ま

た
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
促
進
に

つ
い
て
町
独
自
の
施
策
や
対
応
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
、
今
後
の
政
策
に
反
映
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

　

傍
聴
し
て
気
に
な
っ
た
事
が
、
「
法
令
に

基
づ
い
た
」
上
で
「
細
部
ま
で
」
議
論
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
何
が
根
拠
か
、
現
状
ど

ん
な
デ
ー
タ
を
持
っ
て
お
り
そ
こ
か
ら
予
想

で
き
る
事
を
説
明
で
き
る
よ
う
な
知
識
と
分

析
力
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

議
会
の
傍
聴
を
行
っ
て
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
中
阪
町
長
・
町
議
会
議
員
の
方
々
・
各

課
の
課
長
が
町
民
の
皆
様
へ
の
強
い
思
い
と

想
定
外
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
常
に
町
民
の

皆
様
の
状
況
に
寄
り
添
う
姿
勢
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
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議
員
に
よ
る
紙
面
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
っ
て

か
ら
５
年
６
カ
月
が
経

過
し
た
。
い
つ
も
紙
面

を
改
善
し
た
い
と
思
い

な
が
ら
「
議
会
だ
よ

り
」
を
作
っ
て
き
た
が
、

昨
年
秋
、
埼
玉
県
寄
居

町
に
行
っ
た
と
き
の
視

察
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。

こ
の
町
の
議
会
だ
よ
り

に
は
、
た
く
さ
ん
の
町

民
の
声
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。

の
と
率
直
な
ダ
メ

出
し
の
指
摘
の
両

方
が
あ
る
。
ど
ち

ら
の
意
見
も
あ
り

が
た
い
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、

編
集
委
員
だ
け
で

な
く
多
く
の
人
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
き
た
。
関
わ
っ

て
き
た
全
て
の
人

に
感
謝
し
た
い
。

　
　

委
員
長

　
　
　

東
芝
弘
明

　

寄
居
町
の
よ

う
に
町
民
の
声

を
紙
面
に
載
せ

る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。

検
討
の
末
、
作

ら
れ
た
の
が
前

号
と
今
号
の
議

会
だ
よ
り
だ
。

寄
せ
ら
れ
る
意

見
に
は
、
「
読

み
や
す
く
な
っ

た
」
と
い
う
も

編
集
後
記

新型コロナウイルス感染症に係る対策一覧表（抜粋）
制度 種類 対　策　名 内　　容 対象期間 受付期間

持続化給付金国 給付

国 給付

県 支給

支給

支給

免除

（第２次補正）

一月の売上が前年比で50％以上減少した中小
企業や個人事業主に対し、最大200万円（中小
企業）または100万円（個人事業主）を給付。
今年１月～３月までに創業した事業者を加える。

出産間近の希望する妊婦に費用の全額補助。

ごみ袋（小）10枚入り引換クーポン券。

雇用調整助成金

家賃支援給付金

事業継続支援金

巡回スクールバス運行事業

かつらぎ町応援クーポン券
【産業観光課】

水道料金軽減
【上下水道課】

傷病手当金
【健康推進課】

特別定額給付金《新生児分》
【企画公室】

国

国

補助

町独自

町独自

町独自

町独自

経済支援

かつらぎ町応援クーポン券（ごみ袋）
【住民福祉課】町独自 生活支援

経済活性
化支援

妊婦PCR検査

固定資産税・都市計画税
の減免

国 助成

国・町 猶予・
減免

（第２次補正）

（第２次補正）

（第２次補正）

雇用の維持を図るための休業手当等に要した費
用を助成。上限一人１日当たり8,330円。教育訓
練を実施した時の加算額2,400円（中小企業）。

売上が前年月比50％以上減少し、国の持続化
給付金の給付を受けた事業者に従業員数に応
じて20万円～100万円を給付。

一人１日当たり8,330円を上限15,000円に引き
上げ（月額33万円）。

Ｒ3年
1/15まで

Ｒ3年
2/28まで

12/28まで

４月～
６月末まで

厳しい経営環境にある事業者等が所有する償
却資産や家屋にかかる令和3年度の固定資産
税及び都市計画税を2分の1（30%～50%減少）
またはゼロ（50％以上）に減免。
売上が前年月比50％以上減少、または３カ月
で30％以上減少した事業者に対し上限月50万
円（中小企業）月25万円（個人事業主）を、原則、
賃料の3分の2を半年間給付。

地域経済の活性化を促すためクーポン券との連携
を図り、国道24号から和歌山橋本線のコースを右回
り、左回り１日各４便ずつ運行（月・火・木・金）。無料。
水道の使用水量の80％を軽減（上限30万円）。緊
急小口資金の貸付や新型コロナ対策の支援（助
成・給付）を受けている個人と事業者が対象。

新型コロナウイルス感染または感染の疑いがあり、
収入が減少した者に対して傷病手当金を支給。国
民健康保険被保険者のうち被用者（給与所得者）。

国の特別定額給付金の対象とならない4/28以降に
生まれた新生児１人に対して10万円を支給。た
だし、母親が4/27時点で本町に住民登録があり、
申請日まで引き続き住民登録を有している者。

２月～10月

１月～12月

９月末まで
延長

一人5,000円のクーポン券（500円×10枚）。町内
の取扱店で買い物・食事・その他に利用できる。

Ｒ3年
1/31まで

引換はＲ3年
1/29まで

Ｒ3年
1/31まで

R２年7/2～
R３年3/30

６月～
８月使用分

4/28～
8/18

1/1～9/30

引換はＲ3年
1/29まで

国の第２次補正



22和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192 和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL.0736-22-0300㈹ FAX.0736-22-0604 http://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

　次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで
がんばっている子どもたちを紹介します。学校の中だけでなく、
民間や地域団体、個人でがんばっているのもＯＫです。

議会だよりかつらぎ
2020.8.1　86号

次世代
シリーズ

これからの「かつらぎ町」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

①頑張っていること
②始めたきっかけ
③将来の夢
④かつらぎ町の好きなところ

大谷小学校６年

溝北有希さん
みぞきた  ゆ　き

妙寺小学校５年

中邑夢弥さん
なかむら ゆうび
妙寺小

中邑
なかむ

大谷

溝
み

笠田中学校２年

海野愛由利さん
かい  の  あ　ゆ　り

①ソフトテニスで全国１位に向
けて、日々練習に励んでいま
す。

②姉の練習風景を見て、自分も
やりたいと興味を持った。

③いろんな国をまわり、世界一
周してみたいです。

④友達と遊べる公園や広場が沢
山あるところです。

①バスケットの練習です。
②姉と兄がやっていて、かっ
こいいと思ったからです。
③みんなを笑顔にする仕事が
したいです。
④地域の人の笑顔があたたか
い所です。

①勉強と部活動の両立です。
②お兄ちゃんが野球を習っていて、
楽しそうと思ったからです。
③特に決まってないが人に頼られ
る立派な大人になることです。
④自然が多く、近所の人がすごく
親切に話しかけてくれるところ
です。
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